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佐
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有 滅

寬 點 1 年f

寶 曆 4 年  
:(1754 年 )

寶 曆 4::年 .. 
(1754^ )

•畑’ 備考 '畑 備 考 田 m m

2 町以上  

1.5町〜 2町

2 人 

• 1 人

2 人 

2  A

屋敷地  
ヲ加算 

セズ以

下同斷

1 人 

1 人

1町〜 1.5时 5 人 1 人 3 人

7 反 ， 1 町 4  A 4  A 1 人 •，•

5 反 〜,7 反 8  A ,4.人 5 人

3 反 〜 5 反 12 A
願盛院
ヲ舍ム

1 1 人 8 人

1 反 〜 3 反 1 2 人
定使地  

龍本寺

ヲ含ム

3 0 人

願盛院  
龍本寺  
定使地

ヲ含ム

2 3 人

願盛院  

龍本寺  
定 使地

ヲ含ム

1 反以下 9 人 1 0 人 1 0 人

, 計 5 3 人 鉍 A 5 2 人

7

年 次 .
寬 文 年  
(1671年 ）

延 享 3 年 
(1746 年）

寶 曆 4 年

X 1764 年）
. - 丨；■

寬 政 5 苹  
(1793 年）

村

，上

尚

田

石 斗 升 合 夕  
486 5  6 2 6

町 反 . 畝 步

右.斗 ..升 、合  
362 7  9 3 

町 反 献 步  
6 0  22

石 斗 升 合  
362 7  9  3 

• 町 反 畝 步  
6 0 18

..石 . . 斗 升 合  
362 7 9  8

方

中 田

• '••• •
6 1 5  8 6 1 5  20

田
下 田 15 7 i l l 1 5 5 8 1 5

計 21 8 6 14 2 2 3 2 26
.....'.に：

(上
畑 5 8 3  21 4 2 9 23 4 2 9 8

中 畑 4 7 4  22 3 3 6-14 8 3 6 1 4
、 ■ ； "

畑 方

下 畑 1 4 - 4 7  12 10 8 8 28 1 0 8 7 28 . V

山下畑 5 9 1 1 6 4 6 9  9 4 6 9 9

新 煳 ’ 2 1 6 13 4 5 6 10 4 2 1 2 ノ . '

> 計 33 1 3 24 27 8 8 24 2 7 4 4 1

屋 ， 敷 地 1 6 0 16 1 7 4  23 1 6 2 8 ■ . . ■ .
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る
土
地
所
有
の
狀
況

」

'
續
田
學
會
雜
薄
？
姨

卧:|
1

<
卷
’
.
'第

.ー
一
ー
號

•
 

.
 

.
•;
•
.
, 

- 

•
. 

.

.

.



•

三
田
.學
會
雜
誌
へ
笫
四
：十
八
卷
第
ニ
號

(
註)

.，
本
表
は
、
何
れ
も
、.筆
.者
の
集
計
、
分
類
に
か
、
る
も
め
で
あ 

っ
て
、
人

員
-
面
積
比
率
共
、に
、
單
位
以
下
を
切
捨
て
た
.。 

こ
'の
事
實
は
、
妙
香
村
忆
於
け
る
村
方
の
支
配
權
が
、
名
實
共
に
、
少
數 

の
上
露
隞
に
固
定
化
す
る
对
能
性
を
孕
む
も
の
で
あ
り
、
特
に
、
そ
れ 

等
の
人
.々

が
、
何
等
か
の
方
法
で.領
主
權
カ
と
結
合
し
た
場
合
に
は
、
て.. 

の
可
能
性
が
；.ょ

ヵ
-̂
制
的
允
姿
を
以
て
、
强
カ
に
打
出
さ
れ
て
來
る
こ 

と
も
.、《

塞
に
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。'こ
の
意
味
か
ら
す
れ
ば
、
寬
文 

1

一：年
の
前
記
水
帳
に
、
水
野
家
の
家
老
、
：佐
々
井
治
ハ
ー
一

)

郞
左
衞
門
'. 

が
、
六
町
三
反
四
献

：

五
涉
1

こ
.れ
は
、
他
の
ん
々
の
追
從
を
許
さ
な
い
面
- 

:

樹
で
あ
%

li
の
畑
地
所
有
者
と
し
て
撒
か
れ
て
ゐ
る
こ
4

も
、
十
分
に
注:' 

意
す
、、へ.き
事
柄
で
あ
ら
ぅ。
' 

' 

/

と
こ
ろ
で
、
如
何
に
資
料
的
制
約
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
と
は
い
べ
、

:, 

以
上
の
素
描
を
以
て
、！

K

保
度
に
於
け
る
妙
！
^

の
態
容
を
窺
ふ
こ
と
は
、 

殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。
そ
れ
双
、
双
々
は
、
こ
れ
が
理
解
へ
.の
參 

し
て
、.：單
に
、
次
の
點
を
指
摘
す
る
に
止
め
'て
を
く
。

。
そ
の
第
一
は
、
撰
^

、
新
田
辭
發
が
企
圖
さ
れ
、
且
、
.實
行
に
移
さ
れ

■ 

て

ゐ

る

こ

と

で

勿

論
'、
.そ
の
直
接
的
契
機
に
つ
い
て
は、
'遽
に
斷 

定
し
難
い
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
，領
主
經
濟
の
窮
迫
化

_を
阻
止
し
、.耕

，
 

地
の
絕
對
的
.不(

|

处
解
消
す〕

る
爲
の
手
段
と
し
て
、領
主
及
び
地

i
R

民(

こ
.

れ
は
、
.
當
該
地
域
に
關
係
を
有
す
る
全
.
'̂
の
ぃ
人
..々
を

，
含

む

廣

義

.
の

槪

念

で
 

あ
る
。
:
以
下
同
斷)

の
兩
贫
が
夫
々
.の
立
場
か
ら
試
み
た
も
の
で
あ
，ら
>
。
 

乍
然
、
こ
の
試
み
が
、.，常に
、滿
足
な
を
齎
し
た
と
は
考
へ
ら
れ
な 

-い
"
.む
し
ろ
、
か
X
る
企
圖
を
饒
っ
て
惹
起
さ
れ
た
、
領
主
對
地
元
民
毅

V

-
〇

•(

一
 

〇
八)

■

■'
.に
、
地
ー
兀
民
相
瓦
間
に
於
け
る
利
害
の
衝
突
を
通
じ
て
、
妙

霄

の

村

落 

P

造
は
、
ょ
り
歪
曲
化
さ
れ
て
行
っ
た
の
で
は
あ
^

ま
.い
か
。
何
れ
に
せ 

一

ょ

、
Ih
地
所
有
狀
iM
に
代
表
さ
れ
た
妙̂

村
の
f

が
、
時
と
共
に
、
複 

:•
:
雜
の
度
を
加
へ
で
い
つ
た
こ
と
は
、否
定
出
来
な
い
。

.

.次
に
第1...

ニ

文

書
,^
登
場
す
る
人
物
に
っ
い
て
、
簡
單
に
紹
介
し
て 

-

を
べ
。

.：
 

' 

'

.

:

.

, 

水
野
若
狹
守
p

f
行
地
は
、
寬
政
五
年
の
前
記
資
料
に
货
び
、

：

上
總
國 

.

.

.市
原
郡
五
ヶ
村
、
：
同
國
長
柄
郡
一
ヶ
村
と
|3
さ
れ
て
ゐ
る
於
、
ご
れ
も
、 

.天
保
度
に
.は
、
か
な
り
變
動
し
て
ゐ
た
や
ぅ
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
天

保

一

.
 

,

.ニ
年
八
月
の「

馨

之

事」

に
：—1
妙
香
村
外
六
ヶ
村
割
元
平
左
衞
門

」

と
あ
り
、
こ
れ
に
、
第
二
文
書
の
長
柄
郡
七
ヶ
村
を
加
へ
る
な
ら
ば
、
そ 

.

.
の
所
領
ば
、

一
四.グ
村
に
墙
加
し
た
こ
と
と
な
る0
泎
然
、
增

滅

の

議 

ノ
及
び
村
f

等
の
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
0 

•

一
 

力
、
こ
れ
等
|§
お
の
_

70
«

主
を
勤
め
る
平
左
衞?1
は
、
天
保
一
三 

年
.(

.一
八
四
一
一
年

)

に
.至
っ
て
苗
字
帶
刀
を
許
さ
れ
、
本
吉
め
姓
を
名
乘 

る
こ
と
と
な

.つ
た
0

安
政
五
年(

一.八
五
八
年)

.
の「

罾

^

_
江
双
_
 

»•
上
寫」

は
、
本
吉
家
の
略
譜
を
、

「
(

略
.

)

先
祖
々
四
代
目
八
紙
左
衞
門
義 

■
寬
永
年
中
ぶ
！
：&
行
所
割
元
名
主
被
仰
付
相
勤
其
後
五
代
目
苹
左
衞
門
義 

寬
文
年
$

右
役
相
勤
六
代
目
傳
兵
衞
義
元
祿
年
中
々
右
役
相
勤
七
代
目 

平
左
衞
門
義
享
保
年
中̂

^

1

勤
八
代
目
傳
兵
衞
義
元
文
年
中
ぶ
右
役 

相
勤
九
代
目
傳
兵
衞
義
延
享
年
中
ぶ
寶
曆
三
年
迄
右
役
相
勤
申
候
十
代
目 

.「

，平
左
衞
門
義
者
柑
勤
不
申
ヤ
ー
、
似0'ぬ

<
優
藏)

釙
や
あ#

門
義
天
保
年
_ 

中
わ
ル
t

四
#

哈

备

於

微

拙

(

略
}」
(

栝
蚪
內
及
び
傍
點
筆
者

〕

と
述
べ
て
ゐ
る-

-

:

:

:•
.

:

'
 

.大
河
原
喜
右
衞
門
は
、
'
寬
文
ー
ー
每
の
前|3
_

に
於
て
、
家
老
の
佐 

'々
井
と
肩
を
竝
べ
て
ゐ
る
ば

：

か
り
で
な
く
、
延
享
三
年
の
：

「

寅
之
年
貢
可 

納
割
付
之
事」

.
に
は
、
單
獨
で
署
名
じ
花
狎
を
用
ひ
て
：ゐ
る
。

〈

以
來
< 

彼 

は
、
同
姓
の
源
兵
衞
と
共
に
、
所

謂

「

玄
文
書
^
類」

に
屢
々
名
を
列
ね 

.
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
彼
が
、•-
¥
•く
か
ら
、.永
酔
家
の
要
職
に
あ
ヴ、
. 

然
も
、
そ
の
地
位
が‘、
平
左
衞
門
と
同
！

r

世
i

に
受
繼
が
れ
て
行
つ• 

• 

た
こ
と
は
明
白
で
あ
^
。

 

_

ハ

へ

.

以
上
の
結
果
か
ら
、'我
々
は
、
妙
香
村
ゆ
支
配
機
構
に
含
ま
れ
た
入
的
.
 

要
素
が
、
殆
ん
ど
永
久
的
と
さ
へ
思
は
れ
る
猶
.で
結
ば
れ
て
ゐ
た
ど
と
を 

知
泠
の
で
あ
る
。
勿
論
、
か\
る
人
的
結
合
關
係
が
、
村
民
に
興
へ
る
影 

響
.は
多
種
多
様
で
あ
る
が
、.一
般
的
に
は
、.そ
れ
が
固
定
化
す
る
に
從
ひ
、 

.村
人
達
か
ら
、
加
速
度
的
に
、

•

遊
離
す
る
傾
同
を
有
し
て
ゐ
た
こ
と
は
認 

,め
.な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
ぅ.0
•

(

往
.一)

野
村
蒹
太
郞
•「

入
會
地
.と
新
田
開
發」

.

.三

.田
學
會
雜
誌
•
 

第
三
/\
卷
.
第
.ー
號
•
五
.一
 〜

ハ
ヽ
三
：頁
參
照0
;

,

.

.

(

_

ー1)

へ
'延
拿
.三
.年
.
.

r

黄
之
年
貢
可
納
割
付.之
.事
'-
に
據
る
。

,

s
:i
註

1.

參
照
。

. 

.

ノ 

.'(

註
四)

房
總
叢
書
.
第
九
卷
，
三
九
七

〜

四
六
0
頁
參
照
。
:.

.(

我
五
'

)

.

.こ
れ
も
、
後
世̂

寫
本
で
^

る
。
現
存
す
，る
二
部
は
、
夫
'々 

內
容
に
於
.て
若
干
の
相
違
を
东
し
て
ゐ
る
。
.
從
.つ
て
、
撰
擇
は
、筆 

渚
の
•認
定
に
ょ
る
も
の
で
あ
る
。

(

註
六)

’
.

「

第
二
表
ノ I

.
.

'
ニ」

を
條
件
，の
相
違.̂
考

膨

し

：
つ

，
不

,

.'旗本領に

於

け
.？
,
支配の

.變
化
に
つ
い
て

-

.
入
斗
# :
の

そ

れ

(

三
田
學
會
雜
I

T
第
阻
六
.卷

.*
第

ニ

號
•
七
三〜

 

:

七
四
頁
}

と
比
較
し
て
掼
：き
_.た
い
0

.

'
-
 

' •

.

.

(

驻
.七
.

)

.；
..
次
位
の
•年

左

瘙

5 -
三
町
一
.反
三
畝
七
歩
と
.な

つ
て
ゐ
る
。

.

■

(

註
八)

.
資
料
’
腺
れ
ば
、
.:
元

祿

五

年(

ー
六
九
ニ
年)

.に
、
約
ニ
.町 

•

九
反
一
，
畝
ニ 
.一
 

步
、
享
俅
一
.? .(

一
 

七

一:

七
年)

に
：

一
皿 
一£

一一
 

,,
:■

■
五
步
の
開
墾
が
行
ば
れ
た
，。
尙
、
享
保
ー
五
年
に
■も
、'4

右
干
の
：土
地 

が
開
發
さ
.れ
た
や
ぅ
で
あ
る
。
1
.

,' 

:

.

.

(

註
九)

參
考
と
.し
て
、
'
天

保1

四
年
の
人
別
御
改
帳
か
ら
、
妙
香
村 

-'
の
人
口
を
■掲

げ
.て
を
く
。
.時
.代
的
差
違
を
考
慮
し
て
、
耕
地
面
積
と 

■
比
較
し
て
頂
き
た
い
。

■
'

.
女

20
.

19
21
,
18
12
7 

 ̂

 ̂

,

■

男

22
20
19
29
19
14
.
11
13
4

下

,

.歲

歲

.
歲

上
 

.
以

20
30
40
50
60
以

：

.バ

.

.歲

.

^

ト

4

'

4
 
^

歲

許
 

•

10
11
21
31
:4
1

51
60
;
.

(

註
十)

.
こ
れ
は
"
市
原
郡
田
：尾

村

.
同
半
久
村
‘

同

皆

谷

村
•

同
妙 

,
.香
村
.
.同
田
代
村
‘
.長
柄
挪
田
代
村
の
六
ヶ
㈣

で
あ
る
。

(

註
十
一)

水
野
家
.の
所
領
a ,
.
、
註
十
の
六
ヶ
村
が
主
體
で
あ
つ

て

、
私 

/ 

，
見
；に
ょ
れ
ば
、
長
柄
郡
七
ヶ
村
は
誤
記
で
は
な
い
か
と
思
.は
れ
る
。

•
 

H
i

.

':
■
 
. 

' 

,
'.'
.
■

.
 

.

扱
て
、
妙
香
村
に
於
け
る
支
配
態
勢
の
動
搖
が
、

水
野
家
の
ヾ「

勝
手
向
■

.

.不
如
意」

.を
契
機
ど
し
.で
ゐ
た
こ
.と
は
、
旣
に
指
摘
し
だ
通
り.で
あ
る
。

;

'二 

一
 

一
 

(

ー
 

0
九)



k

■田
學
畲
雜
誌
’一
第
四
十
八
卷
：.第

ニ

號
'
- 

' 

:

ぐ：
.

乍
然
、
一
が.か
る
事
態
.を
招
来
し
た
：原
因
に
つ.い
て
^
我
々
は
•>
論
ず
る
に〕

.
 

'足
る
資
料
を
持
合
せ.て
ゐ
な
い
f
そ
れ
故
、
.天
保 
一
ニ
年
八
月
の「

八
-/
般
.

'
1

頭
所
樣
遠
國
御
勤I

爲
遊
候
.
:-
■
付
御
收
米
當
丑
：年
分
江
戸
八
町
堀',
'

 

翁
崎J

 

_ ノ
小
上
間
吉
兵
衞
殿
竝
和
田
養
然
殿
方
へ
御
收
納
不
殘
相
遠
り
津

： 

出
日
限
.ょ
り
五
井
襲
江
戶
狯
り
迄
之
日
限
避
滯
無
之
候
饌
可
仕
候

(

略) 

と
い
ふ
記
錄
を
撕
げ
、
傲
か
に
、
.水
野
家
に
課
せ
ら
れ
た
所
謂.
.

「

公
務」

‘
.
.

 

へ
の
，關
心
を
喚
起
す
る
に
止
め
て
を
く
。
.そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
水
野
家
の 

直
面
し
た
：

r

勝
手
向
本
如
意|—
が
、
極
め
て
深
刻
で'あ
つ
た
こ
と
は
事
實.
 

で
あ
る
。
そ
こ
で
視
點
を
、
こ
れ
が
深
度
と
解
決
策
へ
一
と
移

f

な
ら
ば
ブ
-
 

我
々
.は
、
比
較
的
多
く
の
資
料
を
手
に
し
て
ゐ
.る
。'然
し
、
こ
れ
等
の
資 

料
を
利
用
す
る
に
當
つ
て
は
、
豫
め
，、
次
の
こ
>1
-
知
つ
て
を
か
，炎
け
れ
ば.
 

な
ら
な
.い
。.
そ
れ
は
、
水
野
家
の「

御
政
治
向」

を
擔
當
.し
て
ゐ
た
大
河 

原
1
右
衞
門
が
、「

不
束
之
取
斗」

あ
り
と
し
て
ハ.
恐
ら
く
ぐ
天
保
一〇
 

银
歡
にt

永

產

」

と
な
り
、
翌
.一
'r

年
一
〇
月
に
は
、
大
河
原
源
兵
衞.
 

.
'が
、‘
こ
れ
亦
、
闕
所.の
處
分
を
受
け
て
ゐ
る.こ
と
で
あ
る
。
從
つ
て
、'殘
.
 

存
す
る
資
料
に
は
、■波

等

の「

私
的
行
爲
^

と

「

公
的
行
爲」

と
が
I

 

し
て
ゐ
る
と
み
る
の
が
正
し
い
の
で
あ
ら
ぅ
。
乍
然
、
こ
の
認
識
ば
、
資 

料
の
陰
影
を
指
摘
し
、
そ.の
操
作
を
、
ょ
り
複
雜
な
ら
し
め
る
に
過
ぎ
な 

い
。
そ
れ
故
、
兩
者
を
識
別
す
一
應
の
基
準
が
要
求
さ
れ
る
の
は
當
然
で 

あ
る
。'
と
こ
ろ
が
'、
こ
の
爲
：に

は「

不
束
^
取
斗」

に
附
せ
ら
れ
た
具
體
，

:

的
内
容
を
始
め
、
處
分
決
定
の
原
因
等
が
追
求
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
間
題

：
 

は
、
M

、'
.本
稿
の
主
題
と
直
接
關
聯
す
る
こ
と
と
な
る
。
■そ
れ
故
、
こ 

れ
が
解
答
は
、
以
下
の
檢
；
^
を
通
じ
て
行
ふ
こ
之
と
す
る-0
.

• 

ニ
ニ
'

:

:

:(

.1.一
〇)

■

■

■

 

V

 

•
•
.

永
野
家
は
、
財
政
難
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
ぺ
極
め
て
常
識
的
な
方
，
 

法
を
採
用
し
た
，
卽
ち
、
年
貢
米
を
擔
保
と
す
る
借
金
で
お
る
。

い
ま
、 

こ
の
經
緯
を
、
，.天

保

--
:

0
年
の
文
書
か
ら
引
用
し
て
み
や
ぅ
。

.

.- 

「

戋
ル
.申
年
'(

天
保
七
年
=

ー
八
，三
六
年)

九
田
中
田
尾
村
'四
郎
左
衞
趵 

牛
久
村
宗
兵
衞
妙
昏
村
平
左
衞
門
右
三
人
御
用
之
趣
御
沙
汰
-一
付
罷
出
外 

處
大
河
原
喜
右
衞
陈
殿
次
被
仰
聞
外
儀
衆
御
勝
手
御
賭
之
儀
當
時
之
處
先 

御
差
支
之
儀
者
無
之
^
得
共
御
知
行
所
与
申
合
御
宇
賄
-一
相
成
卟
パ
ハ
± 

々
'も
御
安
心
御
知
行
所
-
”而
も
芡
心
之
儀
:-
可
有
之
外
間
御
知
行
所
村

 々

役
人
共
江
旮
之
趣
申
談
.何
.

『 1

も
可
取
斗
旨
#
沙
汰
之
葡
被
仰
開
外
且
又
金 

子
之
儀
者
當
地
福
島
彌
兵
衞
輿
#
者
江
談
方
手
績
有
之
外
ュ
付
御
請
申
上 

“

而
可
然
与
之
儀
ニ
付
御
上
檬
御
爲
之
儀
与
奉
存
其
節
御
談
二
ま
か
せ 

書

- ®
奉

差

上

(

略)

：

：

-

1
.、
(

略)

借
入
金
之
儀
者
代
米
金
ニ
而
其
年
々
一
一
返
濟
無
之
外
而
者
借
入 

方

出

來

木

段

^

上
^
處
其
年
々
一
一
代
米
相
渡
返
濟
外
間
借
入
差
出 

可
申
旨
被
，仰
聞
冲
二 

々
、役
人
共
^

々
仕
借
入
泰
差
上
昨
年
迄
年
.々 

借

届
-
一
不
相
成
外
分
者
代
米
相
渡
皆
濟
目
錄
-
1
:相
認
差
上
申
外
猶
年
々
h 

ニ
借
入
高
も
相
嵩
外
樣
子
—

付
代
米
御
^

方
之
儀
者
間
違
有
之
間
敷
外 

得
共
村
役
人
共
爲
安
心
，何
卒
乍
恐
へ
御
裏
判
之
御
證
文
頂
戴
仕
度
段
當 

ニ
月
中…

…

奉
願
上
外
處

…
…

代
米
渡
方
之
儀
者
相
違
無
之
ゆ
事
-ー
付 

、

其
儀
ュ
者
不
及
、…

：
願
書
%

御
留
置
被
成
猶
又
借
入
金
度
々
被
仰
付
^

一
 

付
村
役
人
百
姓
代
共
精
々
仕
當
御
收
納
米
引
當
借
人
奉
差
上
外

(

略)

1

、
當
八
月
大
陂
屋
吉
右
衞
門
江
鄕
印
證
文
可
相
渡
旨
被
仰
聞

14
ニ
付
一. 

佝
様
子
も
不
奉
存
外
事
放
寒
驚
入
是
迄
之
御
賄
傾
面
拜
見
仕
1̂
上
ニ
而

不
日
可
泰
中
上
猶
又
御
知
行
所
村
々
江
被
仰
渡
外
二
付
御
收
納
米
引
當
.

」

一
而
借
入
奉
差
上
®

外
事
故
右
之
金
子
村
役
人
共
雛
儀
-一
不
相
成
外
樣 

御

勘
辯
御
附
被
下
置
左

ニ
無
之
1/
!

.
而
者
御
答
難
申
立
外
段
申
上
外

(

略)

.

1

、
猶
又
戴
.拾
}

f

兩
赍
分
；
而
詢
達
差
出
可
申
之
#

面
差
出
外
儀
者
此
上 

御
知
行
所
.
-一
而
者
御
收
納
米
引
當
テ
而
も
借
入
外
金
主
心
當
り
無
之
段
：
 

申
冰
處
大
河
原
喜
右
衞
閜
殿
廿
五
兩
逡
分
；
而
金
主
當
地
-一
.
有

之

以

來
 

出
金
之
，儀
若
御
差
亥
齔
之
此
上
御
知
行
所
江
借
_入
等
世
話
相
掛
ヶ
不
申 

.与
之
儀
ニ
付
御
上
、樣
ク
者
如
何
樣
之
被
仰
渡
ニ
外
哉
不
舉
存
外
得
共
御 

爲
与
相
心
#

猶
又
被
仰
渡
之
趣
承
奉
畏
ゆ
而
御
請
中
上
UN
:

尤
.金
主 

之
儀
者
喜
右
衞S

：

殿

御

承

知

之

儀
-
御
座
ゆ
得
共
私
共
右
金
主
江
得
.與 

，對
談
も
不
仕
書
.面

差

上

ゆ(

略)
」

'
へ 

•

こ
の
文
書
に
はT

天
保
十
亥
年
十
月
御
知
行
所
懸
代
と
し
て
妙
畨
村
名
主 

苹
左
衞
門
田
尾
村
四
郞
友
簡
上
原
村
八
右
衞
門
右
三
人
御
呼
出
ニ
付
出

'
.
.

 

府
仕
候
處
書
取
ヲ.
•以
^

#
 

ニ
；：

f

ia
景
差
出
候
控」

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ 

と
か
：ら
し
て
、
大
河
原
喜
右
衞
門
の
處
分
決
定
：に

.當
h
、
村
方
.の
事
情
を
聽
.
 

取
し
た
、.
謂
は
ば
、
參
考
資
料
と
考
へ
：ら
れ
：る
。
そ
れ
故
、彼
の

.行

爲

を

、
.
： 

文
面
通
り
に
受
取
つ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
他
の
事
柄
も
、 

同
櫧
、
修
飾
を
伴
つ
た
表
現
と
，み
な
け
れ
ば
な
ら
な
へ

I
。

韦
然
、：

彼
が
、

水
曝
家
の
財
政
難
に
際
會
し
て
、
ま^
、
在
肌
.の
、
福
鳥
獮
兵
衞
を
.仲
介 

と
す
る
村
方
の
，賄
金
を
求
め
、
次
で
、
犬
坂
屋
吉
兵
衞
の
金
融
に
賴
り
、

.

•
 

遂
に
は
、''
'
'
:
-
'

姓
名
.の
發
表
1^
へ
匪
な
人
々
の
手^.
、.
資
金
を
求
め
て
、
身. 

を
投
じ
'て
行
つ
た
經
路#
 :

そ
れ
が
、
假
令
，
財
政
難
に
：喘
ぐ
撳
本
領
主 

のI

般
的
運
命
と
軌
を
一
に
す
るも
の

で

.

あ
っ
た
と
.
.は
い
へ
.、
誠
に
興
味
、

_

深
い
。
更
に
、.こ
れ
と
關
聯
し.て
.、
卯

七

月(
天
保
.ニ
年
丨
ー
八
三-
ー
年
-
 

?
0

6
6

咏

の
百
姓
.一
四
名
か
ら
、4-

ル

朴
の
彌
七
.
五
郎
兵
衞
宛
に
差 

.
出
さ
れ
.た
歎
願
書
を
揭
，げ
る
。
：
 

•
.

「

今
般
御
地
頭
所
樣
，豨
成
御
難
漉
-一，付
御
知
行
所
村
々
江
人
差
御
用
金
被
' 

仰
付
御
尤
至
極
承
伏
仕
外
得
共
御
用
役
大
河
原
喜
右
衞S

：

殿
幷
牛
久
村
百 

姓
忠
菩
其
外
村
々
名
主
共
之
內
ニ
茂
右
兩
人
江
馴
合
被
仰
付
外
金
高
之
餘 

分
被
申
渡
右
名
前
の
も
：の
共
ュ
而
配
分
可
致
取
巧
御
上
樣
之
御
爲
ニ
茂
不 

相
成
御
知
行
所
大
小
之
百
姓
退
轉
之
外
無
御
座
14
.
誠
歎
敷
次
第
_

)

付
御
爾
： 

.所
樣
惣
代
>
.御
賴
ミ&

其
御
筋
江
'御
歎
願
申
上
a

上
者…

…

御
迷
惑
相
膝 

_

間
敷
外
尤
大
河
原
喜
右
衞
門
殿
永
之
御
暇
_并
>ー
右
思
吾
御
屋
敷
樣
江
出
一 

入
御
差
留
相
办
外
上
者
全
被
仰
付
外
金
高
者
相
當
之
儀
ュ
外
得
共
差
上
可 

申
外(

略)
J

 

<徬
點
筆
«

:
‘ 
一
 

■

.
、
.
.
.

 

.
こ
れ
に
據
札
ば
、
水
野
家
の
財
政
難
は
、
旣
に
、
こ
の
時
に
於
て
、
重
犬

、
.
 

な
段
階
に
突
入
し
て
ゐ
た
の
で
あ
？
>.
か
ら
、
さ
き
の
、r

當
時
之
處
御
差 

支
者
無
之
候」

と
の
言
葉
が
、
現
實
を
完
全
に
無
視
し
，た
表
現
で
あ
る
こ 

と
は

、

略

、々
.
誤

り

な

い

で

あ

ら

ぅ

。

特
に
、
と
の
文
書
は
、

「

留

金

」 

の
賦
課
方
法
に
關
：す
る
不
滿
を
、
妙
香
村
の
割
元
务
主
平
左
衞
門
に
對
し 

.

.て
で
は
な
く
、:'
,
牛
久
村
の
人
々
に
依
賴
し
て
ゐ

る

と

i
v
.

及
び
犬
®

に
-
 

'對
す
る
要
求
等
、
貴
重
な'示
唆
を
興
へ
.る
も
の
で
あ
る0

V

.

:

.

.と
も
^

れ
、
翁
に
述
べ
た.資
金
の
獲
得
方
法
が
、
領
主
經
渑
の
危
機
を 

糊
塗
す
：：る
彌
縫
策
で
あ'.つ
た
：こ
と
は■い
ふ
'ま
々
も
な
い
。
從
つ
て
、.時

の
.
 

經
趣
は
、
幾
多
の
波
紋
を
描
き.つ

も

、
危
機
の
_
相
を
次
第
に
深
め
て
ハ 

f
v
j
,

と
と
な
つ
^

。
次
、に
、
M

金
を
中
心
に
、
：
-
;
'こ
め
間
の
*
情
を
說
明'

• 

二
三
：

(

一-.
,
一
一)

.

■

.

旗
本
铜
に
於
け.る
支
配
形
態
：の
變
化
に
つ
い
て



.

三
田
學
會
雜
誌
第
四

.十

八

卷

第I

一.
號
ノ

し
.て
.み
や
ぅ
'0
:

,

,

;.
.夫
保
八
年
が
ら
同.ー
0
年
‘三
月
迄
に
、
大
河
原
喜̂

^
門
の
名
を
以
て
、..
_
,
 

'領
內
各
村
か
ぢ
徵
收
さ
れ
龙
賄
金
は
、
八<

ー
爾
1
乐
£
達
し
て
ゐ
る
。

.
こ
の
金
額
が
旣
揭
の?:
«
に
示
さ
れ
た
手
段
に
ょ
つ
.て
調
達
さ
れ
た
こ
と 

は
疑
ひ
な
い
と
し.て
も
、
そ
の
大
部
分
が
、
，個
人
負
擔
の
形
式
を

.採
づ
.て 

ゐ
る
こ
と
は
、
：
ー
.
つ
の
粮
^

^
見
做
さ
れ
る
。..そ
の
理
由
は
次
の.通

り

で
. 

あ

：る

。
'
卽
ち
、.
.

.1

般
的
に
い
：
へ
ば
、
特
定
の
個
人
に
ょ
る
賄
金
の
負
擔
は
、

.村
落
を
單
位
と
す
る
そ
れ
に
比
べ
、
領
主
權
力
と
：の
結
合
を

i

に
す
る 

と
同
時
に
、
.一
度
か
乂
る
關
係
が
靖
ば
れ
た
後
に
は
：、
.-
村
落
を
單
位
と
す 

,る
場
合
に
も
、
村
民
の
分
擔
額
に.妳
か
掛
歡
6
不
均
衡
が
金
ず
る
こ
と
は
、 

，.決
し
て
稀
で
は
な
い.。
：.他
方
、.
領

主

經

濟

が

崩

壞

に

濒

む

た

と

き

、

..
;
'
こ

れ 

を
救
ひ
得
る
や
否
や
が
、
；
直
ち
に
、
所

謂—1
政
潘
向」

擔
當
者
の
地
位
に.

:影
^

-
こ
の
^

合
は
、
.一.0
,
領
主
經
濟
の
崩
壞
の
度
合
に
芷
比
例
す
る 

'
と
考
ベ
そ
差
支'へ
な
いー

を
興
へ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

.

 

さ
き
に
述
べ
た
贿
金
の
額
が
、a
存
す
る
^
料
H
未
拂
金
：の
集
計
，で
あ
る 

こ
と
を
振
返
へ
つ
た
と
き
、
大
河
原
喜
右
衛
門
の
立
場
を
、
後
者
の
例
に 

措
定
し
：て
も
大
過
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
こ
め
觀
點
.に
基
く
な
.ら
ば
、
.彼
が
、

,

-

政
治
的
生
命
を
賭
忖
て.賄
金
の
調
達
に
當
り
、
且
、
最
初
の
手
段
と
し
て
、 

年
貢
米
を
擔
保
と
す
る
金
融
の
途
を.選
ん
だ
：の
：も
、
何
等
偶
然
で.は
な
'い
。 

更
に
、
彼
が
、
平
左
衞
門
の
勇
を
期
待
し
た
の
>

■'
恐
ら
く
、
こ
の
最 

初
の
段
階
.に
於
て
.で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
：
食
^

左

湾

'の
’勇

が

、

.
 

成
功
裡
に
®'
'
現
す
る
や
否
や
、
彼
に
と
つ
て
、
卒
左
衞
門
は
不
可
缺
：の
存 

在
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は、
.平
左
衞
門
の
村
方
に
於
け
る
地
位
と
、
兩

, 

ニ
四
.

(

ニ 

ニ)

:

人
を
結
ぶ
奮
い
絆
と
を'考
へ
併
せ
る
な
ら
ば
、f

に
理
解
す
る
こ 

:

出
来
る
。
何
れ
に
せ
ょ
、；
平
左
衞
門
は
、
大
河
原
と
の
關
係
を

.緊
密
化V

 

石

甚

、
村
人
に
對
し
て
は
、
■
ょ
り
犬
な
る
力
を
以
て
臨
み
、
從
っ
て
、 

，「

或
る
程
度
の
不
均
衡1-
丨
ご
れ
が
、
個
々
の
村
民
に
と
っ
て
、
屢
々
、 

生
死
を
分
つ
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
I

を
强
ひ
fc
-
こ
と
も
、 

ー
再
に
止
ま
ら
な
か
っ
次
で
あ
ら
ぅ
。
そ
れ
故
、
妙
香
村
の
人
々
が
、
牛 

:

\.

久
村
の：

兩
名
に
歎
願
の
寳
任
渚
た
：る
こ
と

を

.

®

、し

た

の
も
、平
左
衞
門 

•の
力
が
妙
香
村
のi

的
黛
を
極
度
に
歪
曲
し
た
結
果
な
の
で
あ
り
、 

.■
-

大
河
源
退
身
の
要
求
は
、
平
左
衞
門
の
背
後
に
あ
る
領
主
劈
へ
の
直
接 

.'

.
钠
挑
戰
で
あ
っ
无
と
さ
へ
考
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
0

.

• ■ 

‘
.と
こ
：ろ
で
、
大
河
原
の
選
ん
だ
財
政
難
救
濟
の
初
步
的
形
態
が
、
根
本 

的
な
事
態
收
拾
策
た
り
得
な
が
っ
た
こ
と
は
い.
ふま
で
尨
な
い
。
そ
れ
故 

大
河
原
は
、
犬
坂
屋
吉
兵
顧
の
援
助
を
乞
ふ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
爲
に 

V

は
、
：平
左
衞
門
を
し
て

F
1

向
樣
子
も
不
奉
存
候
事
馓
奉
蓍
入

J
「

右
之
金 

子
§

人

共

画

ニ

不
^

§

候
機」

と
の
申
出
を
なfo

し
む
る
が
如
き
手 

段

に

訴

，
へ

ね

ば

な

ら

な

か

つ

た

.の
で
あ
る
。：
こ
の
こ
と
は
、
彼
と
平
左
衞 

.
門
と
の
離
反
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
.資
金
の
確
保
が
、
旣
に
、
.
尋
常
の 

方
法
を
以
て
し
て
は
不
可
能
と
な
つ
た
こ
と
を
17K
し
て
ゐ
る
。'唯
、
こ
の 

時
、
平
i

門
は
、「

_

行
惣
代j

の
.一
人
と
し
て
行
動
し
て
ゐ
た
の
で 

.

.あ
る
か
ら
、
年
貢
米
を
唯
一
の
財
源
と
す
る
水
野
家
に
と
つ
て
，、
彼
と
〒 

左
衞
門
と
の
離
反
は
、
彼
の
努
力
，に
終
止
符
を
扛
つ
結
果
を
筒
し
た
の
で 

は
.あ
る
ま
い
.か
。
若
し
、
こ
の.考
ぺ
が
正
し
い
：と
す
れ
ば
、
.
領
主
は
、
彼 

に
よ
.つ
て
、
飽
迄
も
事
態
の
解
決
を
計
る
か
、
或
ひ
は
、

.彼
を
、
他
の
適

•
當
な
人
と
'
,六
夂
替.せ
じ
■办
る
か
、，.何
れ
.か
.の
方
法
を
還
ば
な
け
れ
ば
な.ら
な
.

.
か
っ
た
箬
で
あ
る
。
乍
然
、
前
渚
の
場
合
に
は
、
農
民
に
よ
る
有
形
無
形 

の
抵
抗
が
豫
想
さ
れ
、
且
、
農
民
が
、
.
領
主
の
弱
點
を
悉
知
し
て
ゐ
る
と 

い
.ふ
理
甶
か
ら
し
て
も
、
到
底
採
り
得
る
策
で
な
か
っ
た
。

'從
っ
て
、
弱 

體
化
せ
る
領
主
は
、.必
然
的
に
、
農
民
の
意
を
迎
へ
る
方
向
に
於
て
、：
後 

、
渚

を

撰

ば

ざ

な

か

っ

.た
の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
大
河
康
喜
.
 

，
右
衞
門
の
處%
は
、
.こ
の
方
向
が
具
體
化
さ
れ
た
：
一
例
に
過
ぎ
な
い
も
の 

と
思
は
れ
る
。

：

刺
^

な
ら
ば
、
佐
藤
藤
佐
の
起
用
と
共
に—1
,畑
方
永
八
拾 

三
賞
拾
五
文
七
厘」

は
.

「

當
子
年
ぶ
來
酉
年
迄
拾
ヶ
年
之
間
畑
方
が
納
之 

儀
御
定
免
被
仰
付
、

」

，
更
に
、
平
左
衞
門
が
、第
二
文
書
に
現
は
れ
た

「

無
利
M 

足
-一、
而

苗

兩

宛

用

立

可

申

立

」

た
功
に
よ
.っ
て
、
.
苗
字
帶
万
を
許
さ 

れ
た
如
く
、
農
民
の
意
を
迎
ヘ1、
資
金
を
確
保
す
る
爲
に.は

、
，
全

ゆ

る

努
 

力
を
傾
け
、
如
何
な
る
懷
牲
を
も
惜
し
ま
な
か
っ
.た
か
ら
で
あ
る
。
大
河 

原
源
兵
衞
の
處
分
も
、Jこ
の
基
本
的
力
^
を
確
認
し
た
結
果
と
し
て
表
面 

化
し
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
ン

 

.
■
' 

.
最
後
に
、
我

.々はT

幾
久
敷」

と
の
依
賴
を
受
け
た
佐
藤
覆
が
、
天 

保
一
四
年
.
.

(

？)

に
は
、
早
く
も
、
，
そ
の
地
位
を
失
ひ
、
反
之
、
大
河
原 

,源
兵
衞
が
返
り
咲
く
に
到
っ
た.の
は
、
傲
主
經
濟
め
破
局
を
_
る
賄
金
調,'
 

,
達
の
成
否
,
あ

っ

た

こ

..と

を

指

摘

す

る

'-
>
共
に
、
か
乂
る
.支
配
態
勢
の
動 

搖
を
利
し
て
、.村
方
の一

部
勢
力
が
、
飛
躍
へ
の
準
備
を
着
々
と
整
へ
っ
，
 

\
あ
っ
.た
事
實
を
述
べ
て
を
く
。
次
の.文
書
は
、.
こ
.の
事
情
を
、
部
分
的 

で
は
あ
る
が
、
極
め
て
鮮
明
に
描
い
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
、
參
考 

迄 
I

 げ
て
を V

:

 

:

■
旗
本
領
に
於
付
る
支
配
の
變
化
に
っ
ぃ
^

一̂

年
佐
藤
々
佐
召
抱
勝
手
方
用
向
惣
而
取
敬
申
付
置
外
處
其
後
知
行
所 

ぶ
同
人
取
扱
請
外
儀
難
濉
-一
付
藤
佐
世
話
相
改
退
身
申
付
外
ハ
ゝ
知
行 

所
.̂

勝
手
賄
金
威
拾
兩
壹
分
之
利
、足
を
以
無
差
支
可
相
贿
旨
書
面
-ー
而 

.

申

立

外
-
ー.
付
其
栽
中
立
ル
通
聞
届
執
斗
申
付
外
其
砌
差
出
1/
1
*
書
面
之
儀 

知
行
所
村
.々
—
.
小
前
迄
，一：
同
申
談
承
知
之
上
連
印
書
付
ニ
而
も
取
置
之 
.

願
出
^

儀

-一
有
之
哉
又
者
村
役
人
共
斗
之
存
寄
ニ
有
之
哉
惣
代
罷
出
役 

人
，斗
之
.
存
寄
哉
知
行
所
'
一
統
之
賴
严
而
惣
代
罷
出
队
儀
ニ
有
之
外
ハ
V
. 

'

賴
書
面
可
有
之
儀
テ
付
此
度
河
差
出
外
若
外
-ー
賴
外
者
歟
加
談
人
二
而 

:

本
有
之
外
ハ
'

、
無
遠
慮
可
申
出
事
：

•

一
勝
手
向
之
儀
-！
付
村
役
人
共
ぶ
存
寄
申
立
其
後
藤
佐
退
身
致
諸
勘
定
.者 

勿
；

i

是
迄
何
方
.ふ
金
壬
繰
出
外
儀
茂
不
申
聞
三
ク
年
之
間
勘
定
も
不
致 

:

.捨
置
外
儀
如
何
之
心
得
-
哉
譯
合
可
申
立
事 

ー
此
度
佐
藤
々
佐
世
話
を
奶
大
阪
屋
吉
右
衞
門
扛
勝
手
向
賄
金
差
出
外
樣 

-
相
賴
外
儀
者
先
年
藤
佐
賄
金
差
出
外
儀
を
差
拒
ミ
知
行
所
村
々
ふ
贰 

拾
五
毫
之
金
子
差
出
可
申
旨
之
書
面
差
出
之
不
谴
儀-1

.者

外

得

共

聞

届
 

遣

外

處

旣

翌

年

々

違

支

之

儀
-一
付
巖
敷
咎
を
.も
可
申
付
之
處
定
兔
之 

,
.
:沙
汰
を
似
此
度
大
'
坂
屋
％

吉
衞
門
江
鄕
印
證
.文
差
入
賄
金
差
出
外
樣
可 

相
賴
旨
申
渡
外
處
知
行
所
村
々
鄕
印
難
濉
之
旨
役
人
と
ネ
申
立
外
儀
是 

又
賴
.狀
も
可
有
之
^
間
差
出
可
申
事 

一
此
度
亦
候
知
行
所
江
賄
金
差
出
可
申
旨
書
面
差
出
外
テ
付
而
者
大
坂
犀 

:

吉
右
衞
幷
靡
佐
方
之
世
話
相
斷
外
-一
者
是
迄
右
兩
人
ぶ
差
出
申
金
子
元 

.金
七
百
五
拾
兩
程
之
元
利
其
外
差
當
所
.々

江
不
實
ニ
相
成
居
外
金
子
幷 

■

出
入
諸
商
人
江
.可
相
拂
金
.子
其
外
凡
被
是
千
贰
百
兩
餘
*
可
有
之
右
之

■

一一
 
五

(
1

一.
三)

.



Ill

由
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
：

：

第
二
號

•

金
、子
者
何
連
二
も
當
年
之
內
不
差
出
外
而
者
不
相
濟
儀
—

外

處

右

者

如

. 

■'

何
執
斗
致
外
心
得
ニ
哉
其
外
勝
手
賄
金
迚
も
無
差
'支
可
差
出
箬
之
處
出
,
 

來
蒹
外
而
此
度
吉
右
，衞
鬥
相
斷
知
行
村
々
ぶ
猶
叉
差
一
?

申
與
申
立
外
而
：
 

;

.

も
糙
成
金
主
無
之
，外
而
者
此
上
取
用
-

1
不
相
成
外
且
此
度
願
出
外
儀
知
-.

.
行
所
村
々
.一‘統
之
願
ニ
御
座
外
哉
是
亦
惣
代
役
人
共
斗
之
厲
-

「

1/
K
哉
書
'

.:

面
ぬ
而
其
.段
可
&

立
^;
將
又
藤
佐
江
.對
し
喜
右
衛
門
儀
重
.々

不
埒
之
霞 

有
之
.外

—-1

付
藤
佐
扛
封
書
を
以
直
-
申
談
遺
外
處
藤
佐
儀
も
，右

—
.付
致 

納
得
相
濟
外
上
者
知
行
所
村
々
引
請
於
江
戸
表
健
成
金
主
相
賴
此
後
無 

.
差
支
賄
淪
螫
出
外
儀
_に
相
違
無
之
外
ハ
ハ
今
一
應
知
行
所
之
願
筋
聞
屑 

.
遺
し
可
申
外
猶
又
此
節
喜
右
衞
間
傣
退
役
右
一
條
ユ
付
愼
罷
在
ゆ
檬
申 

'
付
置
.外
得
共
喜
右
衞
門
幷
其
方
4

も
心
得
違
之
儀
此
度
心
底
相
改
是
迄 

之
取
斗
方
不
行
屆
之
始
末
相
詫
外
心
得
一
一
有
之
冰
て
ハ
ハ
.佐
藤
々
佐
儀 

.

.、も
同
樣
執
成
を
以
相
詫
喜
右
衞
門
在
勤
之
俸
相
願
可
遣
旨
同
人
ぶ
申
'聞 

.外
間
得
.興
右
等
之
趣
勘
辨
後
悔
無
之
樣
可
致
外
若
又
是
迄
通
.り
地
頭
所 

_

を
輕
別
致
し
我
儘
不
法
之
儀
於
中
立
外1

一
亲
最
早
難
捨
置
夫
々
取
調
之 

上
ロ
書
取
之
其
筋
江
伺
之
上
咎
可
电
付
外
間
其
段
兼
而
相
心
得
前
勘
之 

始
末
心
得
違
.無
之
# '
答
臀
.可
差
出
^

事
.

.

.

：
：

■

一
去
ル
.，午
年
以
來
當
亥
年
迄
六
ヶ
年
之
間
村
々
•

請
，納
取
立
弁
村
入
用
帳
と 

も

當

年

分

共

早

々

取

調

差

出

可

申

外

事

•

.

 

前
瞥
之
通
被
仰
出
外
間
薺
而
を
以
委
細
御
答
可
电
上
昨
事

 

.

.

. 

.
亥
十
月

. 

.
大
河
原
源
兵
衞

.
⑩

'

n

 

六

(
I

 

一
 

四)

へ

鄉

知

行

所

村

村

.

:

:

惣
代
出
府
村
役
人

.

•

.

,
 

. 

.
'
:

內
尾
村
名
主
. 

'

.

,

四
郞
左
衞
門
.

：

‘

妙
香
村
名
主 

.

..平
左
衞
門 

' 

上
原
村
名
主
'

•
八
右
衞
門 

: 

.

右
三
人
江 

'

(

註
一)

資
料
に
ょ
：る
確
認
を
經
ず
推
定
に
ょ
っ
た
爲
、

か
、
る
表
現 

を
用
ひ
た
。

.

»

-
 

(

謎
ニ)

周
知
の
如
く
、
天
保
一
'三
年
度
に
至
り
、
.「

世

上

金

銀

貸

借

.

利
足
之
儀
，
是
迄
寶
割
半
之
處
、.
以
來
金
廿
五
兩
に
付
壹
分
.之
利
足 

.

に
引
け
.被
仰
出
昨
間…

…

.

」

.

.と
金
利
の
引
下
が
行
は
た
。.
と

れ
と
、
 

'文

中

の

「

貳
拾
五
兩
壹
分」

''
を
比
較
し
た
と
き
、
後

者

の

言

葉

に

は

■ 

.
疑
問
'な
.：し
と
し
な
.い
。

.

(

独
三)

こ
の
表
現
は
、
極
め
'て
槪
括
的
で
ぁ
る
--
と
を
、.
特
に
附
記 

し
.て
を
く 

0 .

:(
註
四)

' 

こ
れ
は
、
-
兀
金
の
み
で
ぁ
っ
.て
、
天

保

ー一

年
迄
の
元
利
合 

計
は
、
九
五
八
兩
二
分
一」

朱
と
銀
五
匁
.と
な
る
。

.

(

誑
五)
こ

ゝ
で
--
.

「

特
徵」

と
稱
し
た
の
は
、

•普
遍
的
意
味
に
於
て
で 

ぽ
.な
く
、
我
々
の
.自
的
追
求
.に
、

.一
つ
の「

手
掛
り」

を
興
へ
る
と 

い
ふ
意
味
で
あ
る
。
.

大
河
原
津
三
郞
'

⑩. 

.大
河
原
仙
左
衞
，門
®

し

都

市

近

郊

村

の

農

.業

經

營

に

ハ
 

關

！

羡

'

■

_
 

パ 

'

.

.
速

.：

水 

。
0

§

o
 

.

.大
河
原
.と
平
左
衞
門
と
が
緊
密
な
關
係
を
保
持
し
て
：ゐ
た
こ 

と
は
、
平
左
衞
門
に
關
す
る

貸
付
金
瘅
に
貸
付
證
文
が
、
'一
通
も
殘 

:
存
し
て
ゐ
な
い
事
實
か
ら
窺
へ
る
'の
で
は
.あ
る
ま
い

か
。.

.

(

註
七
.

)

彼
の
所
有
地
は
、
■次
の
如
き
處
分
を
受
：け
た
。
：卽
ち
、
彼
が 

.

「

永
之
暇」

と
な
る
と
同
時
に
、
彼
.の
所
有
地
丨

田

.1

町
九
反
七
，
 

畝
三
◦
步
'
.
.畑
、

1'

町
四
反
八
献11,

八
步
、
長
敷
地
.
•
.五
畝
四
步
、
■
‘ 

野
錢
永

ー
：六
五
露
七
.分
七
厘
'に
相
當
す
る

林
野
は
、

一
部
分
\
賭
金 

の
未
拂
分
に
充
當
さ
れ
、
他
も
、
.悉
く
所
在
村
落
.に
下
渡
さ
れ
た
.0
.. 

• 

.と
：
の

土

地

は

「

役

人

，
共

方-
'而
進
退
仕
御
年
貢
御
上
納
仕
置
：譲
受
.人
，' 

r
有
之
外
ス
ス
身
分
相
應
之
寅
加
金
爲
相
納
外
樣
被
.
仰
付」

，
と
と
と

な
つ
た
の
•で
あ
る
.。
，

,.
 

.

.

. 

.

都
市
近
郊
対
：の
農
業
に
關
す
る
：.一
考
察

へ

V

'
.
1
.
'

問
題
の
所
在
'
.
' 

、

.

 

德
川
時
代
の
關
東
農
村
は
、
.
'中
心
に
位
置
す
る
江
戶
の
發
展
に
伴
い、

.

 

多
か
れ
少
か
れ
そ
の.影
響
を
受
け
っ
っ
變
化
し
て
行
っ
た
。
し
か
し
そ
の 

影
響
は
、M

時
代
を
み
る
.と
ぎ
.、
.當
然
そ
れ
ぞ
'れ

.の

射

の

置

か

れ

た

政

治
 

的
、.
經
濟
的
、
自
热
的
位
置
に
よ
っ
て.異
っ
て
い
る
。|1
)
.
ち
領
主
の
紐
何 

.は
、
，村
の
經
濟
的
負
擔
に
と
っ
て
大
き
な
差
異
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
っ 

た
し
、
：又
街
道
や
顧
驛
附
近
の
村
は
、
或
る
場
合
に
は
そ
こ
.に
商
業
的
發 

.

展
へ
の
途
を
見
出
じ"
文
或
る
場
合
に
は
逆
に
助
鄕
負
擔
の
週
重
に
耐
え
-
 

得
ず
荒
廢
し
て
行
っ
た
。
又
歡
業
經
營
の
上
か
ら
言
え
ば
、
江
戸
に
近
く 

位
置
す
る
村
は
生
鮮
野
菜
類.の
生
產
に
よ
り
、/又
、
運
輸
上
の
利
•便
を
有 

す
る
村
は
そ
の
活
用
に
よ
：っ
て
市
場
と
—

し
、
.特
殊
の
發
M .
,を
見
出
す 

.
可
能
性
を
持
っ
た。

.

本

稿

に

：
お

い
.て
は
こ
の
樣
に
種
々
の1

を
持
っ
關
東
農
村
の
內
、
最 

後
の
農
業
經
營
の
面
を
と'り
上
げ
、
前
稿
に
引
續
き
、
江
戸
近
郊
村
の
特 

.

.質

を

明

ら

か

に

せ

ん

と

す

る

も

の

で

あ

^

-'
ラ

前

囘

と
.

り

上
げ
た
武
藏
國
豐. 

嶋
鄱
角
.普
村
に
關
す
る
硏^g
は
、
''も
と
よ
り
そ
の
素
描
に
過
ぎ
な
い
の
で

.

.•
ニ

七
' 

(
I

 

1

5

.


